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1　はじめに
　昭和56年院内看護研究学会に於て「当校の入学から卒
業までの実態報告その1」を発表した。その中で特徴的
な結果として、中途退学者が各回生憎25％みられ、主な
理由は「仕事と学業の両立が難しい」ことであった。こ
のことは定時制に学ぶ学生を指導する私達にとっては見
逃せない結果である。そこで私達は、仕事と学業を両立
させる為に学生がどのような生活を過しているかを知り、
今後の教育指導に活用したいと思い、アンケート調査に
取り組んだ。その結果をここに報告する。
皿　調査方法
　1）調査方法
　　　アンケート調査による。
　2）調査対象
　　1学年　40名　　（平均年令
　　2学年40名　　（平均年令
　　3学年　27名　　（平均年令
3）調査期間
22才）
22才）
24才）
　　　昭和58年6月1日～6月15日
　4）回収率
　　　100　％
皿　調査結果
　1）食事　3食規則正しく食べている17．8％、食べて
いない54．2％である。特に1・2学年が3学年に比較し
60％以上が不規則であり、中でも朝食がめだつ。朝食を
食べない理由は、食べるより寝ている方がよいが3学年
に比較し、1・2学年に多い。夕食も88．8％が食べてい
るが、1・2学年に時々という学生がいることは、丁度
夕食の時間帯に授業がある為、きちんとした夕食がとら
れていないことが伺える。
　2）睡眠　平均睡眠時間は1・2学年は6～8時間が
80％以上で深夜入り時でも1～2時間の仮眠時間をとっ
ている。3学年は5時間以下が44．4％である。
　3）住居　1学年80％、2学年62．5％、3学年14．8％
が寮に住んでいる。これは1・2学年は職場と学校の両
立のためには、やはり便利であることからではないかと
思われる。通学時間は60分位の所に住んでいる学生が比
較的多い。通学方法は電車、徒歩、自転車などである。
　4）経済状況　平均月収は1・2学年は15万円前後で
あり、数名を除いては給与のみで生活している。3学年
の生活費は殆んどが1・2年次の貯蓄からの引き出しで
あり、その他の収入としては、数名が家族からの援助を
受けたり、定期的に奨学金を受けている。食費は月2～
4万円である。学費は月2万円以下の学生が88％であり、
その内訳は学校へ納める授業料その他である。貯蓄は3
年次の生活を考え、1・2年次に80％が月2万円以上し
ている。
　5）健康状況　健康だと思っているが72．9％である。
しかし健康だと思っても全体的にみて、疲れやすい、イ
ライラする、生理痛等の体調について気にしたり悩んだ
りしている。その割には健康を維持するために何もして
いないのが72．9％である。
　6）新聞、テレビ　新聞を購読していない63．6％で、
その理由として、読む時間がない、金がかかる、テレビ、
ラジオから情報を得ている等、必要性が感じられないと
している。テレビは86％もっている。テレビをみる時間
は毎日1～3時間程度みている。主にみるものとしては、
ニュース、ドラマ、映画が多い。
　7）交友関係　悩みを聞いてくれる人を95％がもって
いる。うちあける人は友人が多く、先輩、親の順である。
　8）学習　1日の学習時間は3学年は74％とっている
が、1・2学年は80％以上とっていない。試験のための
学習は全学年では79％がしている。しかし1学年25％、
2学年12％が試験のたあの学習もしていない。学習上の
悩みは85％がもっている。その内容は記憶力が悪い、試
験が心配、学習に身が入らない等である。また学年が上
がってくるにつれ、基礎学力の不足をあげている。
　9）学業と仕事学業と仕事の両立がうまくできてい
る1学年30％、2学年47．5％、できていない1学年25％、
2学年5％である。これは2学年になると仕事にも慣れ、
学業と仕事の時間調整等も自分なりにコントロールでき
るようになった結果と考えられる。また両立を負担に感
じる時がある1学年67．5％、2学年47．5％である。負担
を感じるのは夜勤、仕事が忙しい時、試験、レポート提
出がある時、病気の時等である。両立をよかったと思う
時は、1・2学年とも40％以上である。よかったと思う
時は、学校で習ったことが生かされた時、経済的安定等
である。
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　勤務、学校とも休みの日は、月平均2日が1・2学年
で40％である。これは学校が休みの時、準夜勤や日勤等
が組まれていて両方休みになることは少ないと思われる。
その日の過ごし方は掃除、買物が多い。
　10）結婚観　恋愛の経験がある83．2％である。そして
フリーセックスを認めないが44．9％、わからないが32．7
％である。また未婚の母になることも55．1％が認めてい
ない。結婚は81．3％がしたいと思っている。年令は25～
29才が61．7％である。結婚と職業の両立は、かなり困難
と65．4％が思っている。結婚したら仕事をやめてもよい
4α2％、続ける25．3％である。
］v　考　　察
　以上のような結果より、幾つかの間題と課題が明らか
にされた。それらは以下の通りである。
　食事については、国民栄養調査報告や若年層を対象に
した食事バランスの報告と同じように食生活の乱れがあ
ることがわかった。この不規則な食生活が健康状態に影
響を及ぼし、すぐ疲れる、めまいがする、貧血などの結
果が現われている。人々の健康に関わる職業を選び学ん
でいる一員としても食生活の改善と関心を深め認識でき
るような指導が必要である。
　仕事と学業の両立に関連する諸要因として、睡眠時間
は1・2学年では少ないのではないかと推測していたが、
意外に多かった。反面学生としてとって欲しい学習時間
は殆んどとっていない。これから考えると、1・2学年
は仕事優先の生活をしているのではないかと思われる。
仕事の責任を考えると、少しでも睡眠をとろうとする勤
労学生としての止むを得ないのかもしれない。学習がで
きない理由に、疲れて勉強する気になれない。時間がな
い等あげていることからもわかる。しかしこのような理
由をあげているにもかかわらず、テレビを見ている時間
は多い。学習の為の時間は殆んどとっておらず、その為
次第に授業についていけなくなり、学校に来てもおもし
ろくなかったりして、意欲が薄らぎ、休みがちとなり退
学へとつながるのではないかと考える。今後は、時間の
使い方の指導も積極的にとり入れる必要がある。
　経済状態については、全員が3年次の休職のことを考
え、1・2年次に計画的に着実に貯蓄している。学業と
仕事の両立という中で、入学時より親からの援助も受け
ていないことをみると、両立の認識があり経済的には自
立ができていると思われる。
　交友関係については、悩みをうちあけるのは友人が多
い。お互いに共通点のある悩みをもつ同志ということで、
一番身近かな存在なのかもしれない。教師への相談力沙
ないというのは残念な結果である。当校の特徴として1
・2・3学年の授業形態が違い、教員の勤務形態もそれ
に合わせているため、時間的にコミュニケーションがと
りにくい現状が関与しているとも思われる。常々学生の
気持を理解して教育していこうと心がけているが、この
結果は新たな課題を提起されたといえよう。悩みの内容
にもよるが、学生の悩みを聞ける教師でありたいと思う。
それには相談に応じきれるように教師自身の資質の向上
に努め、常に研鑑をつみ重ねなくてはならないと思う。
　最後に、学生は就学途中、特に学業と仕事の両立の面
で挫折しそうになる者も多いが、最終的には、進学して
よかったが70～80％いる。しかし1学年では、いいえ、．
わからないが20～30％いる。この時期には仕事に慣れな
いため仕事優先で、学校の意義を考える余裕がないこと
も考えられる。これに対しては、今後学生生活が楽しく
継続できるように、毎日の生活指導に力を入れる必要が
ある。
V　おわりに
　以上諸条件の不備もあるが、現状の中で課せられてい
るものに取り組み、学生達の不満をカバーし、中味の充
実に向けて取組んでいく必要があることを痛感し、意を
あらたにしている所である。
　このような調査はすでに他校においても報告されてい
るが、それらを参考にして、当校の実態をあきらかにし
た。御意見を頂ければ幸いである。
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ア　ンケ　一　ト結果
アンケート項目 全学年 1学年 2学年 3学年 アンケート項目 全学年 1学年 2学年 3学年 アンケート項目 全学年 1学年 2学年 3学年
〈食　　　弱〉 閲 協 醐 爾 ・貯蓄はどれ　1万以下 0 10．0 。仕蝦と学業の　は　い 40．0 45．0
。3食規則正し　は　い
ﾏ集べていまい眠
17．8
T4．2
7．5
T7．5
15．0
V0．0
37．0
Q6．0
駄て唯1一・万　　　　　　2～3万
15．0
Q5．0
7．5
P7．5
甦患撫い・暖ありますか　時々
25．0
R5．0
17．5
R7．5
時　々 28．0 35．0 15．0 37．0 3～4万 15つ 20．0
4～5万 17．5 25．0 。よかった学校で習つﾆ思う時た事が生か 41．2 36．4
。朝食は食べては　い 18．7 5．0 17．5 40．8 5万以上 20．0 15．0 はどんなされた時
いますか 　　即｢い兀 43．0 52．5 47．5 22．2 時ですか仕事でわか
時　々 38．3 42．5 35．0 37．0 〈健康状況〉 らなかった?ｪ学校で 33．3
。昼食は食べて　は　い 97．2 95．0 97．5 100
。現在健康だと　は　い
vいますか　いいえ
72．9
Q6．2
70．0
R0．0
70．0
Q7．5
8L5
P8．5
理解できた
20．6
いますか　　いいえ 0 0 0 0 経済的安定 32．4 18．2
時々 a8 5．0 2．5 0 。最近体調疲れやすい 53．0 65．0 55．0 33．0 その他 5．8 12．1
。夕食は食べて　は　い
｢ますか　　いいえ
@　　　　　　時　々
88．8
O．9
P9．4
82．5
Q．5
P5．0
90．0
O10．0
96．3
O0
翫矯イライラする気にして　生理痛
ﾅ言警灘
29．0
Q7．0
Q5．0
QaO
42．5
R2．5
R7．5
S0．0
27．5
P5．0
P7．5
P5．O
11．1
R7．0
P8．5
P1．1
。勤務、学校　　1　日
J鋸・・何回ありま　　3　日
25．0
S2．5
P5．0
17．5
S0．0
R0．0
すか 4　日 7．5 5．0
〈排　　　泄〉 。健康を維持す　は　い 22．4 10．0 3α0 29．6 5日以上 2．5 7．5
。排泄は毎日あ　は　い
閧ﾜすか　　いいえ
46．7
S7．7
40．0
T7．5
45．0
T5．0
59．3
Q22
る為に何かし
ﾄいますか　　いいえ 72．9 77．5 70．0 70．4 。休日はどのよ棚除 26．3 22．3 2＆5 34．8
うに過してい買物 25．4 27．7 25．7 13．1
〈睡　　　眠〉
　〈新聞・テレビ〉
E新聞をとっては　い 29．0 25．0 30．0 333
ますか
@　　　　　映　画 13．3 1L6 16．1 8．7
。平均睡眠　5時間以下
條ﾔ
15．0 2．5 7．5
W2．5
44．4 いますか　　いいえ 63．6 67．5 60．0 63．0 〈結婚観〉6－8時間 79．4 92．5 55．6
8時間以上 3．7 2．5 7．5 0 。雑誌を読みま　は　い 75．7 77．5 67．5 85．2 。恋愛の経験　　は　い
83．2 77．5 80．0 96．3
。深夜勤入　　　な　し 17．5 5．0
すか　　　いいえ 20．6 17．5 30．0 11．1
碧1あります・峨　　　　わからない
τ5
X．3
12．5
P0．0
2．5
P2．5
03．7
鑛鰭塒融内間　　　2時間以内（1・2年時）3時間以内
40．0
Q0．0
P2．5
22．5
S0．0
Q0．0
。テレビを持つは　い
ﾄいますか　いいえ
86．0
P4．0
77．5
Q2．5
　87．5 96．0
S．0
。フリーセッ　　は　い
Nスを認め　いいえ
22．4
S49
27．5
T5．0
15．0
R7．5
26．0
Sα7ますか
3時間以上 2．5 1α0 。1日どの　1～2時間 29．0 35．0 32．5 正5．0 わからない
32．7 17．5 47．5 33．3
　〈溝　　　潔：〉
B入浴の回数　　毎　日 72．0 80．0 72．5 59．3
婆山鼠・一・時闇か　　　2～3時間
37．0 35．0 42．5 33．0
Q未婚の母にな　は　い
qξ隷幽いいえ
　21．5
D55．1
2α0
T7．5
15．0
T2．5
333
T5．6
（回／週）　3回／W 2L5 15．0 22．5 29．6 ＜交友関係＞　g いますかわからない 23．4 22．5 32．5 11．12回／W
P回／W
2．8
ｿ9
05．0 2．5
Q．5
乳4
R．7 。悩みを聞いては　いｭれる人又は
95．0 98．0
O
93．0 96．0
・結婚したいと　は　い 8L3 90．0 77．5 74．1　　　　　　　　，ﾅちあけられいい兀 4．0 7．0 4．0 思いますか　いいえ 11．2 7．5 15．0 11．1
。洗濯の回数　　毎　日 2．8 2．5 2．5 3．7 る人がいます わからない 7．5 2．5 7．5 14．8か（回／週）　3回／W 9．4 12．5 10．0 3．7 はいの場合友人 57．4 53．0 62．0 68．0
2回／W 52．3 70．0 47．5 333 先確 15．5 22．0 11．0 ＆5 。何才位で　20～24才18．7 12．5 30．0 11．1
1回／W 3L7 15．0 37．5 48．2 親 14．2 13．0 15．0 15．0 積響蒜・・一29才 61．7 65．0 60．0 59．3
上　司 a6 4．0 2．0 0 30～34才 8．4 12．5 2．5 11．1
〈住　　　居〉 先生 α6 0 LO 0 35才以上 0 0 0 0
。どのような住　　寮 57．0 80．0 62．5 14．8 その他 ’7．7 7．0 ＆0 8．5 20才前 0 0 0 0
いですか　　その他 40．1 20．0 35．0 81．5
〈学　　　習〉 。結婚は必ずし　はい 29．0 25．0 40．O 18．5
　〈経済状況〉
Eボーナスを10万以下
怩｢た平均
0 a5
。1日の中で学は　い
Kの為の時間
?ﾆっていま　いいえ
31．8
U4．5
15．0
W5．0
20．0
W0．0
74．0
P1．0
能郷盤甑いますかわからない
54．2
P6．8
57．5
P7．5
40．0
Q0．0
70．4
P1．1
25．0 17．5 すか
（手取り）12～14万
i1・2年時）14僧16万
@　　　　　16万以上
22．5
S0．0
P2．5
25．0
S0．0
P5．0
。試験の為の学は　い
Kはしていま
ｷか　　　　いいえ
79．0
P4．0
68．0
f25．0
85．0
P2．0
85．0
O
。結婚と職　　両立する
_箏弊かな姻難と思いま
13．1
U5．4
17．5
U7．5
10．0
U7．5
1L1
T9．3
／ 85．0 9α0 80．0 85．0
21．5 15．0 22．5 29．6
・給与のみで生は　い 77．5 95．0
。学習をしてい　は　い
@く上で何か困
活しています つた事があり　いいえ 3．0 0 5．0 4．0 。結婚した　やめてよい 40．2 47．5 37．5 33．3
か　　　　　　いいえ 2．5 5．0 ますか ら仕事を　　　　　　続ける 25．3 15．0 32．5 29．7やめても
。生活駿を貯蓄から 92．6
はいの　・記憶力が
蛯ﾈ内容　　　悪い 趨蠣わからな・ 32．7 35．0 30．0 33．3どのよう　　引出し ・試験髄O・配
門門繊の援助か　　　　　奨学金 25．9
Q5．9
・学習に身が
?らない・授業内容、
。進学してよかは　い
ﾁたですか　いいえ
70．O
奄R．1
55．0
Q2．5
77．5
ﾑ5
81．5
福S
（3年時）　　その他 00 方法が不満 わからない 15．0 17．5 15．0 ！1．1
・落第しない
か不安
。食費にどの　1万以下 1．8 0 5．0 0
贈チ1一・万 4．6 5．0 a5 7．4 〈学業と仕事〉
（月平均）　2－3万 25．0 25．0 2α0 33．3 。学業と仕事のは　い 30．0 47．5
3～4万
S～5万
36．4
P4．9
37．5
P2．5
37．5
Q5．0
33．3
≠T
襲犠妄いいえか　　　　　時　々 25．0
S0．0
5．0
S2．5
5万以上 13．0 12．5 7．5 22．2
。学業と仕尋｛のは　い 67．5 47．5
。学費にどの　1万以下
^ぶて1一・・万
27．0
S3．0
32．5
S5．0
25．0
S0．0
22．2
S4．4
繋鱗い・えりますか　　時　々 10．0
Q2．5
5．D
S7．5
σ揮均）1．5～2万 17．8 7．5 25．0 22．2 。負担に感　夜勤の時 2LO 17．8
2－2．5万
Q、5万以上
a8
R．7
05．0 a5
T0
7．4
O
唇麓二型・時はどん試験、レ水一トな時で提出がある時
19．8
P6．0
i2．3
Q0．5
すか　　　病気の時 9．8 13．7
一　45　一
